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作型 品種 面積 反収 収穫量

（a） (kg/10a) (ｔ)
うるち（移植） ななつぼし 1,199 667 80.0

計 1,199 80.0

農薬

使用量 用途
種子消毒 1000倍24ｈ浸漬 殺菌

200倍24ｈ浸漬 殺菌 〇 〇

苗箱処理 500倍500㎖/箱 殺虫 いずれか１つ選択 いずれか１つ選択

1000倍500㎖/箱 殺虫

除草 1ｋｇ/10ａ 除草 いずれか１つ選択

500㎖/10ａ 除草 モン、ピラゾレート
400ｇ/10ａ 除草

250ｇ/10ａ 除草 プロピリスルフロン、フロルピ いずれか１つ選択

250ｇ/10ａ 除草

本田防除 3～4ｋｇ/10ａ 殺虫 いずれか１つ選択 いずれか１つ選択

1000倍/60～150ℓ/10ａ 殺虫

又は 殺虫
300倍/25ℓ/10ａ

300倍/25ℓ/10ａ又は 殺菌 〇 〇
1000倍/10ａ
1000倍/10ａ 殺菌 〇 〇

※スタークル粉剤DL 3ｋｇ/10a 殺虫 ジノテフラン いずれか１つ選択いずれか１つ選択

3～4ｋｇ/10ａ 殺虫 （〇） （〇）
6（7）回 6（7）回 回

慣行栽培における化学合成農薬成分使用回数＜参考＞
作型 殺虫剤 殺虫・殺菌剤

（種子消毒）
うるち（移植） 7回 （4回） 5回 5回
うるち（直播） 6回 （6回） 11回 0回
もち（移植） 5回 （4回） 4回 7回

肥料（施用量：ｋｇ/10a）

化学肥料窒素施用量計 5.0㎏

慣行栽培における窒素施用量＜参考＞

化学肥料施肥量（㎏/10a）

備考

・土壌診断による施肥の適正・葉いもち病発生システムによる初予測情報の活用　　・稲藁鋤き込み及びEMボカシによる土づくり

・EM（有用微生物群）使用による温水種子処理での種子消毒・捕虫網すくい取りによるカメムシ発生予察と防除要否の判定
・特別栽培米認証登録あり　　・種子消毒に使用する農薬は微生物のため、成分カウントに含まない
・カスガマイシン成分はカウントに含まない　　・タラロマイセスフラバス成分はカウントに含まない
・上記の複数の生産履歴のお米が混在しております。
注1）「作業名」は、種子消毒・苗箱処理・土壌消毒・本田防除・除草別を記入する。
注2）「用途」は、殺菌・殺虫・除草別を記入する。

10.0㎏

植調剤除草剤

0回
0回
0回

殺菌剤

令和8年産「特別栽培農産物」栽培計画集計表

作業名

左記の内
ﾎｸﾚﾝ

委託数量

(ｔ)

55.0

除草

使用農薬商品名

８月上旬病害虫防除

作業名

防除

成分名 使用パターン

防除時期

病害虫防除

EM2号

55.0 害虫防除

特別栽培

８月上旬

６月上旬
５月中旬

乳酸菌、糸状菌、光合成菌

22回
21回

22回

5回
5回
5回

ﾀﾗﾛﾏｲｾｽﾌﾗﾊﾞｽタフブロック

アドマイヤー顆粒水和剤

成分回数計

カスミン液剤

※ダントツ粉剤DL

合計

クロチアニジン

ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ

カチドキZ楽粒

トレボンEW

トレボン粉剤DL

ジャスタ1キロ粒剤

〇

〇

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ

ジャスタフロアブル

ビームゾル

トレボン乳剤
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ

バズ顆粒水和剤

シクロピリモレート、トリアファ

サキガケ楽粒

ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ
ｼｱﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

ジャスタジャンボ

〇

〇

イプフェンカルバゾン、テフリル

ベンジル

〇

ラウキシフェンベンジル

トリオン、フロルピラウキシフェン
〇


